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  ているのか。 
２）1 に関連して、協力者が日本語を使って生活する際、協力者を取り巻く文脈、た 
  とえば、家族、仕事場、コミュニティ、また広く日本の社会が協力者の日本語使 
用にどのように関わっているか。 













本書は、理論的枠組みに Norton（1995, 2000）と Miller（2003）を採用する。両者と
も第二言語話者の社会的文脈に注目したエスノグラフィーを構築している。著者は、
















序盤で描かれる M さんは、絶対君主である夫から抑圧されている弱い M さんである。家
庭にいる M さんは「本当の私」（「おもしろい人」）ではいられず、冗談が言えない。M さ
んの夫はシンボリックリソース（言語）とマテリアルリソース（お金）の両方をコントロー
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等な力関係が透けて見えるのである。 





やボランティアが見ることのない出来事が S さんの日常では起こっている。S さんは社会
の中で日々学び、成長を続けているのである。 
物語の終盤では、インタビューの分析により、「3 つの S さん」が見出され、S さんのア
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